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　　　　　　　　　　　　　白鳥に茶がらのプレゼント
　　北蒲原郡水原町の白鳥の湖「瓢湖」に10月　　子どもたちが、白鳥に、大好物の茶がらをプ
　16日あさ、シベリヤから日本海を渡ってオオ　レゼントしょうと思いたったのは昨年の暮れの
　ハクチョウの第一一陣四羽がやってきた。　　　　こと。以来、約1年間にわたって集めた茶がら
　　このニュースを、まだか、まだかと心待ちし　を、10月末現地へ送りました。（写真、よい子
　ていたのが中仙田小学校のよい子たちでした。　を代表して、茶がらを手にする6年生の諸君）
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九
月
定
例
議
会
で

設
置
さ
れ
た
「
議
員

定
数
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
」
の
第

一
回
委
員
会
が
十
月

十
二
日
に
招
集
さ
れ

た
o
こ
の
日
は
、
ま

ず
正
副
委
員
長
の
互

選
を
行
な
い
、
委
員

淑
長
に
平
野
圭
二
氏
、
副
委
員
長
に
小

　

継
川
清
次
氏
を
選
出
し
た
の
ち
、
ム
「
後

罧
の
審
査
方
針
に
つ
い
て
の
検
討
が
行

　

獄
な
わ
れ
た
o
議
員
定
数
は
、
人
口
段

欺
階
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
地
方
自
治
法

　

継
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
条
例
を
設

罧
け
れ
ば
、
乙
の
法
定
数
の
わ
く
を
越

　

欺
え
て
定
数
を
減
ら
す
乙
と
が
で
き
る

黙
川
西
町
の
現
議
員
定
数
二
十
六
人
は

　

欺
人
口
一
万
以
上
二
万
未
満
の
町
村
と

淑
し
て
の
数
で
あ
る
。
現
在
の
人
口
一

　

淑
万
二
千
の
町
と
し
て
、
は
た
し
て
何

欺
人
の
議
員
が
適
当
か
。
来
年
八
月
の

　

淑
改
選
を
控
え
て
審
査
の
な
り
ゆ
き
が

継
注
目
さ
れ
て
い
る
Q
委
員
会
で
は
今

　

黙
後
定
数
減
を
実
施
し
た
町
村
の
実
情

欺
等
を
調
査
し
た
う
え
、
二
月
ご
ろ
ま

　

淋
で
に
結
論
を
出
し
た
い
方
針
で
あ
る

継
と
い
う
o
減
ら
す
、
減
ら
さ
な
い
は

　

罧
別
と
し
て
、
公
正
な
審
査
に
よ
っ
て
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國
行
　
　
　
事

　
十
一
月

十
日
　
合
同
落
成
式
（
十
時
三
十
分
か

　
ら
、
千
手
小
学
校
で
）

十
一
日
　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

十
三
日
　
定
例
教
育
委
員
会

十
五
日
　
川
西
町
総
合
開
発
計
画
審
議

　
会
の
第
一
回
会
議
。
こ
の
日
か
ら
二

　
十
一
日
ま
で
精
神
衛
生
普
及
翅
動
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
得
の
で
き
る
結
論
を
期
待
し
た
い
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
十
日
の
体
育
の
日
が
お
り
あ
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
雨
と
な
っ
た
た
め
、
十
三
日
に
罧

延
期
さ
れ
た
町
民
体
育
祭
は
、
ち
ょ
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ど
ノ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
欺

式
の
直
後
に
開
始
さ
れ
た
。
ま
だ
晩
罧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
稲
の
収
穫
時
期
で
、
農
家
に
と
っ
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
は
か
け
が
え
の
な
い
一
日
で
あ
っ
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
日
の
参
欺

会
者
四
千
人
、
全
町
民
の
三
分
の
一
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
参
加
し
て
盛
大
な
町
の
オ
リ
ン
ピ
欺

ッ
ク
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
十
一
日
に
は
臨
時
議
会
が
招
集
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
、
千
四
百
七
十
六
万
に
の
ぼ
る
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
手
数
料
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徴
収
条
例
の
改
正
そ
の
他
が
議
決
さ
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
o
補
正
予
算
で
特
記
す
べ
き
こ
淑

と
は
、
全
体
の
四
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
当
た
る
六
百
三
十
三
万
円
が
豪
雪
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
対
策
費
で
あ
る
こ
と
だ
。
新
規
黙

の
雪
上
車
関
係
百
四
万
、
道
路
除
雪
欺

関
係
二
百
三
十
四
万
、
そ
れ
に
ブ
ル
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
台
の
新
規
購
入
等
二
百
九
十
五
万
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
o
豪
雪
対
策
は
、
い
・
（
＼
ら
強
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
し
て
」
乙
れ
で
万
全
と
い
う
こ
と
黙

は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
比
し
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
大
幅
に
躍
進
し
た
こ
と
は
た
し
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
×
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M
）
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

十
八
日
　
川
西
幼
稚
園
参
観
日

二
十
一
日
　
こ
の
日
か
ら
三
十
日
ま
で

　
寄
生
虫
病
予
防
運
動
。

二
十
三
日
　
勤
労
感
謝
の
日

二
十
六
日
　
こ
の
日
か
ら
十
二
月
二
日
e

　
ま
で
全
国
火
災
予
防
運
動

　
十
二
月

一
日
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
じ
ま

　
る
（
月
末
ま
で
）

四
日
　
人
権
週
間
ま
じ
ま
る
。
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川
西
町
告
示
第
三
十
六
号

　
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
、
お
よ
ぴ
川
西
町
財
政

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
川
西
町
の
財
政

状
況
、
お
よ
ぴ
昭
和
四
十
二
年
度
の
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
o

　
　
　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
長
根
津
正
三
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残
額
が
四
千
万
円
を
こ
え
て
い
る
が
、

財
政
状
況

（
難
嚢
懇
）

　
昭
和
四
十
三
年
度
各
会
計
の
予
算
執

行
状
況
を
み
る
と
、
　
一
般
会
計
で
差
引

42年度決算の状況
騰鶏2万円をこす

こ
れ
は
、
主
と
し
て
、
国
鉄
の
大
口
固

定
資
産
税
の
前
納
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。　

ま
た
、
国
保
の
施
設
（
診
療
所
）
会

計
で
不
足
額
が
七
百
万
円
ほ
ど
で
て
い

る
の
は
、
診
療
報
酬
の
収
入
が
ニ
カ
月

遅
れ
と
な
る
た
め
で
あ
る
o

　区分
会計

予　算

現　額

歳　　　入 歳　　　出
収　支

差　引
収　入
済　額

執行
割合

支　出

済額
執行
割合

一般会計 　千円
28巳995

　千円
16Z455

　％
5＆1

　千円
122983

　％
4217

　千円
44，472

国保事業
特別会計

72，540 2篤446 3て8 24，934 344 乳512

国保施設
特別会計

2Z506 ◎775 246 1哉789 5¢1 △冗014

農業共済事
業特別会計 19073 1α971 5τ5 3173 1C6 驚798

計 40口14 212647 522 164879 4α5 4驚768

町
有
財
産
一
覧
表

土　　　　地 256．455㎡

建　　　物 56．988㎡

債　　　権 262，000円

基　　　金 1，000，000円

現　　　金 125，000円

有価証券 4，401，700円

預　　　金 51，720，242円

　
町
有
財
産
の
預
金
、
現
金
の
計
と
、

予
算
の
執
行
状
況
中
の
収
支
差
引
額
を

比
較
し
た
場
合
の
差
は
、
産
業
育
成
資

金
百
四
十
万
円
、
国
民
年
金
印
紙
購
買

基
金
百
七
十
八
万
三
千
円
、
歳
入
歳
出

外
現
金
八
十
九
万
四
千
円
余
が
あ
る
た

め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
o

　
な
お
、
町
債
、
お
よ
ぴ
一
時
借
入
金

▲昭和43年度各会計予算の執行状況

▼町債一時借入金の現在高

　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

の
状
況
は
体
積
グ
ラ
フ
で
示
し
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
町
債
の
現
在
高
は
、
合

計
九
千
四
十
万
二
千
円
、
住
民
ひ
と
り

あ
た
り
で
は
七
千
五
百
五
円
で
あ
る
o

　
　
§
　
　
　
　
§
　
　
　
　
§

昭
和
42
年
度

決
算
の
状
況

　
　
　
　
（
単
位
千
円
）

●
一
般
会
計

　
歳
入
　
　
二
五
九
、
七
五
三

　
歳
出
　
　
二
五
三
、
二
八
二

　
差
引
　
　
　
　
六
、
四
七
一

●
国
保
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
　
　
　
六
一
、
三
五
一

　
歳
出
　
　
　
五
九
、
九
三
四

　
差
引
　
　
　
一
、
四
一
七

●
国
保
施
設
特
別
会
計

　
歳
入
　
　
　
五
〇
、
七
二
三

　
歳
出
　
　
　
五
〇
、
七
二
三

　
差
引
　
　
　
　
　
　
O

／3

一，

・一般事業債

女5，17

・義務教育

関係事業債

のうりりず　ら　バ　　ゼし

身f9∫毒

、・厚生関係”1

　・災害復旧〃
・火災復旧〃1

’
・
減
税
補 てん債
・一時借入金2

●
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
　
　
　
一
二
、
六
八
三

一般会計住民ひとりあたりの決算額

差歳
引出

　　付金203

縫澱
　　犠公
　驚費債

歳出物件費
21，026円　3260

1扶助費

174一
分担金1

＼174

建設事業

7，254　　ノ

地方交付税

寄
置
　
　
　
入

博
緒
収
蕊
．
・

　
　
。
5
地

　
　
8

Z781歳入「
21，563円

国璋支出金

2，757

八
、
三
〇
三

四
、
三
八
○

人件費
6，937

町　税

7，775
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町の財政と

計会般一
農
業
共
済

事
業
特
別

会
　
　
計

農
業
共
済
事

業
特
別
会
計
の

科
目
別
決
算
状

況
の
内
訳
は
、

歳
入
、
歳
出
と

も
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
o

　
【
歳
　
　
入
】

　
・
共
済
金
お
よ
ぴ
交
付
金
三
百
八
十

単位千円

第・22号（署灘錨勲　広報

　　　　　国保事業特別会計科目別決算状況

（3）

歳 入 歳
斗　　　目 “　額

“

1．国民健康保険料 19，758 1．総　　務　　費 5，175

2．使用料及び手数料 2 2．保険給付費 49，800

5国庫支出金 54，811 5．保健施設費 2，750

4、財　産　収　入 25 4．公　　債　　費 0
5．繰　　入　　金 5，940 5．諸　支　出　金 2，229

6．繰　　越　　金 2，775 6．予　　備　　費 0
スき 64

計 61351 計 59，954

五
万
円
　
・
保
険
金
お
よ
ぴ
診
療
補
て

ん
金
百
六
万
九
千
円
　
・
連
合
会
無
事

も
ど
し
金
九
万
一
千
円
　
・
賦
課
金
八

十
五
万
四
千
円
　
・
県
支
出
金
二
百
八

十
五
万
円
　
・
繰
入
金
五
十
万
円
　
・

繰
越
金
ほ
か
三
百
四
＋
六
万
九
千
円

　
【
歳
　
　
出
】

　
・
保
険
料
お
よ
び
技
術
料
十
三
万
七

千
円
　
・
共
済
金
三
百
十
三
万
六
千
円

・
無
事
も
ど
し
金
十
三
万
三
千
円
　
・

総
務
費
お
よ
ぴ
業
務
費
四
百
七
＋
四
万

円
　
・
連
合
会
支
出
金
十
五
万
七
千
円

　
以
上
で
、
差
引
四
百
三
十
八
万
円
の

残
額
と
な
っ
て
い
る
o

単位千円国保施設特別会計科目別決算状況

歳 出

科　　目 決算額 ミ　　目
、

、診　療　収　入
2。使用料及び手数料

5・財　産　収　入
4．繰　　入　　金
5．諸　　収　　入
6．町　　　　　　債

22，　9

　47ろ
　1216，106

　154
21000

1．総　　務　　費
2・医　　業　　費
5施設整備費
4．公　　債　　費
5．繰上充用金
6．予　　備　　費

16，942

乳280
　121
5，516

21，064

　0
計 50，725 計 50，725

　
地
区
対
抗
種
目

㎜
・
紅
臼
玉
入
れ
競
争

㎜
①
橘
、
②
上
野
③
仙
田
④
千
手

㎜
・
綱
引
き
競
争

㎜
①
上
野
②
橘
③
千
手
④
仙
田

㎜
・
消
防
団
対
抗
リ
レ
ー

…
①
仙
田
②
千
手
③
橘
④
上
野

㎜
・
年
令
別
対
抗
リ
レ
ー

㎜
①
仙
田
②
千
手
③
橘
④
上
野

㎜
〈
総
合
順
位
〉
①
位
仙
田
、
お
よ
び

㎜
橘
、
③
位
上
野
、
お
よ
ぴ
千
手

　
オ
ー
プ
ン
種
目

…
〈
畢
〉

…
・
百
メ
ー
ト
ル
、
①
目
黒
一
好
（
千

㎜
手
）
十
一
秒
七
（
大
会
タ
イ
記
録
）

…
＾
②
茂
野
喜
一
（
仙
田
）
、
（
③
清
水
義

…
昭
（
千
手
）

㎜
・
八
百
メ
ー
ト
ル
、
①
山
田
修
二

…
（
橘
）
二
分
十
七
秒
六
　
②
高
橋
芳

　
　
　
　
　
夫
（
仙
田
）
③
井

　
　
　
の

　
　
　
フ
上
吉
一
（
千
手
）

　
　
　
　
　
・
走
り
高
飛
ぴ
①

　
　
　
ツ

　
　
　
　
　
目
黒
一
好
、
　
一
メ
ー

　
　
　
ナ
ト
ル
七
＋
八
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
（
大
会
新
）
、
＾
②
桜

　
　
　
ス
井
進
吾
・
薯
木
洋

　
　
　
と
ズ
以
上
、
い
ず
れ

　
　
　
　
　
も
千
手
）

．
祭
嘆
驚
－
ル
①

．
云
月
　
言
口
　
小
林
優
子
（
仙
田
）

第4回町民体

十
五
秒
三
、
②
高
橋

マ
サ
イ
（
同
）

特
別
種
目

・
野
球
チ
ー
ム
対
抗

リ
レ
ー
①
イ
ー
グ

ル
ス
②
川
西
町
役

場
、
③
ス
ラ
ッ
ガ
ー

ズ

地区のプラカードを先頭に堂々と整列爆笑をさそった“今目は赤ちゃん・・

　
，
韓

慧萎灘
塑
羅

　
叢

講
響
難
，

　羅繋

岬
7
一
ヲ
σ
7
，

前回優勝の仙田からカップ返還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
，
撒
　
灘
幼
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
雛
撫
羅
　
騰
彗
齢

　
　
　
　
聖
，
欄
灘
鱗
榔
　
鰍
　
つ

縫
跡
辮

謹講麟獺

灘㎜

覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
児
　
．唖噛

乳
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議
員
定
数
調
査
特
別
委

－
第
一
回
会
合
を
ひ
ら
く
ー

川
西
町
議
右
議
員
定
数
に
関
す
る
調

　
九
月
の
町
議
会
定
例
会
で
設
置
が
決
ま
っ
た
議
員
定
数
調
査
特

別
委
員
会
は
、
さ
る
十
月
十
二
日
に
初
会
合
を
ひ
ら
い
て
、
正
、

副
委
員
長
の
選
出
と
、
こ
ん
ご
の
方
針
に
つ
い
て
審
議
を
行
な
い

ま
し
た
o
そ
の
結
果
、
委
員
長
に
平
野
圭
二
氏
、
副
委
員
長
に
小

川
清
次
氏
を
選
ん
だ
の
ち
、
委
員
会
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て

議
会
事
務
局
で
作
成
す
る
資
料
や
、
す
で
に
定
数
減
に
ふ
み
き
っ

た
町
村
と
現
状
維
持
の
町
村
な
ど
へ
の
視
察
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
o

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
特
別
委
員
会
の
委
員
は
、
田
中
与
三

（
特
別
委
員
会
め
審
議
風
景
）

山
茂
吉
、
平
野
圭
二

滋
野
一
郎
、
登
坂
敬

恒、

小
川
清
次
、
以

上
の
七
議
員
で
、
十

二
日
の
会
議
に
は
、

第
一
回
委
員
会
の
招

集
者
と
し
て
和
久
井

議
長
も
出
席
し
て
お

り
ま
す
o
（
平
野
委

員
は
欠
席
）

　
当
日
は
、
ま
ず
別

項
の
よ
う
な
議
長
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
の

ち
、
年
長
者
で
あ
る

小
林
委
員
の
司
会
の

も
と
に
、
正
、
副
委

員
長
の
選
出
に
は
い

り
、
い
ず
れ
も
投
票

の
結
果
、
平
野
委
員

長
、
小
川
副
委
員
長

が
決
定
し
た
も
の
で

す
。　

つ
い
で
、
小
川
副

委
員
長
が
平
野
委
員

長
に
代
っ
て
審
議
を
す
す
め
た
わ
け
で

す
が
、
こ
ん
ご
、
委
員
会
が
行
な
う
調

査
活
動
の
あ
り
方
と
し
て
、
七
月
一
日

現
在
で
調
査
し
た
県
下
の
状
況
を
資
料

と
し
て
検
討
す
る
こ
と
o
次
の
委
員
会

で
は
、
定
数
を
減
じ
た
町
村
、
お
よ
び

減
じ
な
い
ま
ま
の
町
村
の
実
態
を
視
察

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
る

点
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
o

結
論
は

　
　
　
二
月
中
旬
ま
で
に

　
議
長
あ
い
さ
つ
　
特
別
委
員

会
の
設
置
は
合
併
後
は
、
は
じ
め
て
の

ご
と
で
、
な
に
か
と
不
都
合
な
点
も
あ

ろ
う
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
た

い
。
本
日
、
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

な
調
査
活
動
を
行
な
う
か
に
つ
い
て
検

討
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
ん
ご
は
、
明
年

八
月
に
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
点
を
考
慮

し
て
、
お
そ
く
と
も
二
月
中
旬
こ
ろ
ま

で
に
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
o

い
う
ま
で
も
な
く
、
周
囲
が
ひ
じ
ょ
う

～
）
〉
妻
タ
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

議
会
の
動
き
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

三
日
　
県
下
町
村
議
会
議
員
合
同
研
修

　
会
（
長
岡
で
）
〇

四
日
　
十
日
町
警
察
署
整
備
協
議
会
に

　
議
長
出
席
。

十
一
日
　
産
業
経
済
委
員
会
付
託
請
願

　
の
現
地
視
察

十
二
日
　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

十
七
・
十
八
日
　
関
越
自
動
車
道
建
設

　
促
進
期
成
同
盟
会
（
水
上
町
で
）
に

　
議
長
出
席
。

二
十
一
日
　
第
六
回
町
議
会
臨
時
会

〈
審
議
内
容
〉

①
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
を

　
原
案
ど
お
り
可
決
o

に
注
目
し
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
選
挙

人
た
る
町
民
の
意
に
そ
っ
た
、
望
ま
し

い
線
で
ま
と
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
公
聴
会
を

ひ
ら
く
こ
と
も
よ
い
と
思
う
o

　　
二窄◆
±あ

谷讐◆
に〃

　　◆

　
　
仙
田
へ
う
か
が
い
ま
す

　
か
ね
て
予
告
し
て
お
り
ま
し
た
、
県

の
移
動
採
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
の
来

町
が
決
ま
り
ま
し
た
o

　
時
間
や
場
所
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
日
時
　
十
一
月
二
十
六
日
、
受
付

　
開
始
予
定
午
前
十
時
、
同
締
切
予
定

　
は
午
後
三
時
o

▽
場
所
　
仙
田
出
張
所
前

▽
採
血
予
定
人
員
　
百
人

　
ム
一
，
回
は
、
仙
田
に
は
い
っ
て
ゆ
く
わ

け
で
す
が
、
そ
の
仙
田
地
区
で
、
．
献
血

【

②
一
般
会
計
予
算
の
補
正
を
原
案
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
お

お
り
可
決
O
歳
入
歳
出
と
も
一
千
四

百
七
十
六
万
円
を
追
加
し
て
、
　
一
般

会
計
の
予
算
規
模
は
三
億
二
百
七
十

五
万
五
千
円
と
な
っ
た
o

　
追
加
の
お
も
な
も
の
に
、
歳
入
で

町
税
三
百
十
万
円
、
県
支
出
金
三
百

八
十
万
円
、
起
債
三
百
八
十
万
円
o

歳
出
で
は
、
徴
税
費
の
報
償
金
百
六

＋
万
円
、
地
籍
調
査
の
航
空
測
量
費

増
額
分
八
＋
六
万
円
、
土
木
費
の
道

路
新
設
改
良
費
百
二
十
万
円
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
！
購
入
、
同
車
庫
建
設
に
約

三
百
万
円
、
雪
害
対
策
費
二
百
三
＋

万
円
の
ほ
か
、
雪
上
自
動
車
負
担
金

六
十
七
万
円
、
合
同
竣
工
式
の
直
接

費
用
二
十
万
円
な
ど
が
あ
る
o

に
ま
つ
わ
る
、
ひ
と
つ
の
美
し
い
話
題

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
o

　
室
島
で
は
、
昨
年
八
月
三
十
日
婦
人

学
級
が
中
心
に
な
っ
て
、
部
落
内
の
血
、

液
型
検
査
を
行
な
い
ま
し
た
o

　
と
こ
ろ
で
、
さ
る
十
月
二
十
三
日
の

こ
と
、
た
ま
た
ま
小
千
谷
病
院
に
入
院

し
て
い
た
田
村
ヨ
イ
さ
ん
（
四
十
六
才

昨
年
の
婦
人
会
長
）
が
、
病
状
が
悪
化

し
、
院
長
の
要
請
で
、
室
島
か
ら
三
十

人
の
人
た
ち
が
輸
血
に
か
け
つ
け
ま
し

た
o
し
か
し
、
大
腸
を
三
分
の
二
も
切

り
取
る
と
い
う
大
手
術
で
あ
り
、
か
け

つ
け
た
人
々
の
祈
り
も
む
な
し
く
、
田

村
さ
ん
は
、
同
夜
十
一
時
三
十
分
に
な

く
な
り
ま
し
た
o
人
命
を
守
る
た
め
の

部
落
を
あ
げ
て
の
善
行
で
あ
っ
た
の
に

　
結
果
は
む
な
し
く
て
も
、
こ
の
部
落

の
み
な
さ
ん
の
行
為
は
貴
重
で
す
コ

　
採
血
車
が
も
つ
、
県
民
の
生
命
は
県

民
の
善
意
の
献
血
で
助
け
あ
う
、
と
い

う
目
標
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
o

③
国
保
事
業
特
別
会
計
予
算
の
歳
入

　
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
百
三
万
七
千
円
を

　
追
加
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お

　
り
可
決
o
予
算
規
模
は
七
千
三
百
五

　
十
七
万
七
千
円
と
な
っ
た
o

④
町
道
（
木
落
渡
船
場
線
の
一
部
）

■
の
廃
止
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決

⑤
「
室
島
地
内
大
島
つ
り
橋
架
設
」

　
「
上
野
、
橘
、
仙
田
三
農
協
合
併
助

　
成
」
の
二
請
願
は
関
係
委
員
会
付
託

二
十
二
・
二
十
三
日
　
議
長
お
よ
ぴ
田

　
中
議
員
、
伝
染
病
院
組
合
視
察
の
た

め
高
田
市
へ
。

二
十
四
・
二
十
五
日
　
三
魚
沼
の
事
務

　
局
職
員
研
修
会
（
津
南
で
）

二
十
八
・
二
十
九
日
　
県
下
町
村
議
会

　
事
務
局
職
員
研
修
会
（
松
之
山
で
）

《らし翻ろ
で
し
ょ
う
か
o

栄
養
価
の
高
い
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
も
、
こ

れ
に
つ
い
で
ビ
タ
ミ
ン
類
の
豊
富

な
野
菜
で
、
す
き
焼
き
に
よ
く
あ

う
し
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
グ
ラ
タ

ン
に
す
る
と
、
若
い
人
が
よ
ろ
こ

ぴ
ま
す
。

曾　
　
房
器
具
が
フ
ル
回
転
す
る
季

　
　
節
に
は
い
り
、
と
く
に
各
種

の
ス
ト
ー
ブ
が
、
ど
こ
の
家
庭
に

も
普
及
し
て
き
ま
し
た
O
維
持
費

が
安
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
圧
倒

的
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
使
う
前
に
じ

ゅ
う
ぶ
ん
点
検
し
、
置
き
場
所
に

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
o
火
を
つ

け
た
ま
ま
灯
油
を
い
れ
な
い
よ
う

に
す
る
o
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
た
お

し
て
火
が
で
た
ら
、
消
火
の
コ
ツ

は
、
ま
ず
水
を
か
け
、
そ
の
上
に

毛
布
等
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
で
す
。

㊥　
　
服
類
が
冬
着
に
か
わ
る
わ
け

　
　
で
す
が
、
う
っ
か
り
す
る
と

し
ま
い
ぐ
せ
の
つ
い
た
ま
ま
着
用

・
し
が
ち
で
、
謬
っ
と
も
な
い
も
の

で
す
。
必
ず
プ
レ
ス
し
て
か
ら
着

て
く
だ
さ
い
。
か
（
、
・
だ
が
ま
だ
寒

さ
に
な
れ
き
れ
な
い
た
め
か
、
着

衣
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
た
め
か
、

よ
け
い
に
寒
さ
を
感
じ
ま
す
。
ど

う
か
、
か
ぜ
な
ど
を
ひ
き
こ
ま
ぬ

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＠　
　
卓
を
か
ざ
る

　
　
野
菜
の
種
類

は
、
ホ
ー
レ
ン
草

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、

シ
ュ
ン
ギ
ク
、
白

菜
と
い
っ
た
と
こ

　
ホ
ー
レ
ン
草
が
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条
例
を
改
正

十
円
に
オ

十
二
月
一
日
か
・

　
印
鑑
証
明
や
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
、
あ
る
い
は
土
地
、
建
物
に
関
す
る
証
明
な
ど
の
手
数

料
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
議
会
の
動
き
の

と
こ
ろ
で
も
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
月
二
十
一
日
に
ひ
ら
か
れ
た
第
六
回
町
議
会
臨
時
会
で
、

町
の
手
数
料
徴
収
条
例
が
改
正
さ
れ
た
乙
と
に
よ
る
も
の
で
す
Q
こ
の
改
正
で
は
、
金
額
の
改
訂

と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
、
や
や
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
手
数
料
徴
収
の
基
準
に
つ
い
て
も
明
臼
に
い

た
し
ま
し
た
o
改
正
時
期
を
目
前
に
ひ
か
え
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
に
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

伝
え
し
て
み
ま
し
ょ
う
o

改
正
後
の
手
数
料
徴
収
額

種　　　　類 区　　分 金額
身分に関する証明 1枚につき 50円
職業に関する証明 〃 50円
印鑑に関する証明 〃 50円
建物に関する証明 〃 50円
土地に関する証明 〃 50円
所得に関する証明 〃 50円
住民票の写し（除票を含む） 1証明につき 50円
戸籍附票の写し（除票を含む） 1枚につき 50円
住民票記載事項証明 〃 50円

その他の証明 〃 50円
代書（復写を含む） 〃 50円
公簿公図の閲覧 1件1回につき 50円
建　　築　　届 1件につき 50円

十
円
～
二
十
円

　
　
　
の
増
額
で
す

　
上
の
表
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
、
一
枚
、
　
一
証
明
、
一
件
に
つ

い
て
、
同
一
に
五
十
円
と
し
た
わ
け
で

す
が
、
さ
ら
に
、
次
の
点
に
ご
注
意
ね

が
い
ま
す
。

☆
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

　
の
場
合
、
一
証
明
が
二
枚
以
上
と
な

　
る
と
き
は
、
五
十
円
に
、
二
枚
目
以

　
上
一
枚
に
つ
き
十
円
を
加
算
し
た
額

と
な
り
ま
す
。

☆
公
簿
公
図
の
閲
覧
の
場
合
、
土
地

　
に
関
す
る
台
帳
は
一
冊
、
図
面
は
一

　
枚
（
一
筆
が
数
枚
に
わ
た
る
と
き
は

　
隣
接
す
る
枚
数
を
除
く
）
、
家
屋
は

　
一
棟
、
住
民
票
は
一
世
帯
、
そ
の
他

　
の
公
簿
は
一
事
件
を
も
っ
て
、
そ
れ

　
ぞ
れ
一
件
と
し
ま
す
o

☆
地
籍
調
査
票
、
調
査
図
、
お
よ
ぴ

　
認
証
前
の
地
籍
図
は
、
公
簿
公
図
と

み
な
し
ま
す
。

　
な
お
、
建
築
届
を
除
く
と
、
印
鑑
証

明
で
十
円
、
そ
の
ほ
か
は
二
十
円
の
増

額
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
o

納
税
証
明
書
の

　
　
　
交
付
手
数
料
も

　
こ
れ
ら
の
改
訂
と
並
行
し
て
、
町
の
，

税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
納
税
証

明
書
の
交
付
手
数
料
も
、
証
明
書
一
枚

ご
と
に
五
十
円
（
改
正
前
三
十
円
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

H
非
行
防
止
”

ポ
ス
タ
f
の
入
選
者

　
川
西
町
分
区
保
護
司
会
、
川
西
町
防

犯
組
合
、
川
西
町
青
少
年
問
題
協
議
会

が
、
小
学
校
六
学
年
と
中
学
生
の
諸
君

を
対
象
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非

行
防
止
の
標
語
入
り
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
各
学
校
の
協
力

を
得
て
、
九
十
六
点
の
作
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
を
次
の
と
お
り
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

〈
特
選
〉

　
川
西
中
三
年
　

高
　
橋
　
明
博

　
仙
田
中
三
年
　
押
木
隆
夫

橘
中
一
年
　
藤
巻
　
　
進

〈
入
選
〉

　
橘
中
二
年
羽
鳥
明
美
、
同
一
年
丸
山

敏
夫
、
仙
田
中
一
年
茂
野
晶
人
、
同
三

年
高
橋
芳
夫
、
橘
中
三
年
野
沢
弘
光
、

川
西
中
二
年
蔵
品
き
み
い
、
橘
中
一
年

藤
巻
喜
美
子
、
同
一
年
田
口
恵
理
子
、

橘
小
六
年
佐
藤
聡
子
、
仙
田
中
二
年
佐

藤
敏
子
、
橘
中
一
年
村
越
幸
江
、
川
西

中
二
年
渡
辺
洋
子
、
仙
田
中
二
年
小
川

克
二
、
同
一
年
高
橋
哲
也
、
橘
中
二
年
．

五
十
君
セ
ツ
、
同
二
年
田
口
面
子
、
同

三
年
相
馬
由
起
子

　
九
月
五
日
付
の
農
業
改
良
普
及

だ
よ
り
第
二
十
二
号
の
な
か
か
ら

〃
ど
ん
ぐ
り
眼
〃
と
い
う
コ
ラ
ム

の
内
容
が
印
象
的
だ
っ
た
の
で
、

こ
こ
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
『
か
っ
て
特
殊
地
帯
と
い
わ
れ

辺
境
山
岳
の
農
村
と
考
え
ら
れ
た

川
西
町
仙
田
地
区
o
悲
劇
的

に
さ
え
い
わ
れ
て
き
た
出
力

せ
ぎ
や
、
地
域
的
な
諸
環
境

の
な
カ
で
、
い
ま
や
急
速
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
見

方
が
あ
る
o
：
：
：
3
：
：
一
方

農
業
に
お
け
る
、
仙
田
ご
ぼ
う
や

錦
鯉
は
、
時
代
の
ヒ
ッ
ト
だ
o
と

く
に
、
錦
鯉
に
か
け
る
農
民
の
き

び
し
さ
ま
、
ム
「
日
の
企
業
で
使
わ

れ
て
い
る
、
【
チ
ヤ
レ
ン
ジ
（
挑

広報7忽

手
戦
）
」
す
る
と
い
う
こ
と
ば
そ
の

も
の
で
あ
る
。
』

　
以
上
で
あ
る
が
、
・
・
：
：
個
所

は
中
略
し
た
部
分
で
あ
る
o

　
錦
鯉
に
つ
い
て
は
、
ほ
ん
の
か

い
ま
見
る
程
度
の
こ
と
し
か
知
ら

す
、
ブ
ー
ム
の
実
態
が
ど
の
よ
う

串塗

鯉
品
評
会

な
の
か
も
理
解
し
て
い
な
い
が
、

さ
る
十
月
二
十
四
日
、
千
手
小
プ

ー
ル
で
ひ
ら
か
れ
た
川
西
町
と
小

千
谷
市
南
部
地
区
錦
鯉
品
評
会
を

参
観
し
て
み
て
、
午
後
の
即
売
会

風
景
の
な
か
か
ら
、
ま
ぎ
れ
も
な

　
　
勝
負
す
る
ひ
と
び
と
の
表
情

を
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
o
そ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
人
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
重
な
る
こ
と
つ
な
い

商
売
す
，
冗
人
の
顔
だ
と
思
っ
た
o

（
写
一
、
、
炉
品
評
会
風
景
）

　
農
業
特
産
、
商
い
と
考
え
て

き
て
、
必
ず
思
い
だ
す
の
は
、
新

　
　
潟
へ
旅
行
し
た
時
、
堀
川
の

　
　
店
頭
で
、
ち
し
さ
く
　
ま
こ

　
り
を
か
ぶ
っ
て
い
た
、
仙
田

　
産
の
な
め
こ
の
ビ
ン
詰
の
こ

と
で
あ
る
。

ブ
ー
ム
に
先
駆
け
た
の
で
な
く

む
し
ろ
便
乗
し
た
錦
鯉
を
考
え
る

と
、
産
地
の
特
色
を
ど
の
よ
う
に

強
調
す
る
か
、
外
部
の
品
評
会
で

連
続
的
に
上
位
入
賞
す
る
よ
う
な

逸
物
が
で
る
カ
　
こ
れ
ら
も
か
き

だ
と
思
っ
た
。
　
　
　
　
　
〈
北
〉
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畿舞
募
集
締
切
日
は

二
十
五
日

職
業
訓
練
所
入
所

　
職
業
訓
練
所
の
明
年
四
月
入
所
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
o

　
職
業
訓
練
所
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
し

た
い
人
や
転
職
し
た
い
人
に
、
職
業
に

必
要
な
基
礎
的
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
，

け
さ
せ
、
職
業
と
生
活
の
安
定
、
お
よ

ぴ
地
位
の
向
上
を
は
か
る
目
的
で
、
十

日
町
、
柏
崎
、
三
条
、
新
潟
、
高
田
の

各
市
と
、
堀
之
内
町
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

　
訓
練
期
間
は
一
か
年
、
寄
宿
舎
の
設

備
も
あ
り
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

　
募
集
締
切
日
は
、
A
「
月
二
十
五
日
と

な
っ
て
お
り
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た

人
、
ま
た
は
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

な
ら
、
年
令
に
制
限
な
く
応
募
で
き
ま

　おかあさんバレーボール

県大会で（全勝〉優秀賞に

　
さ
る
十
月
十
日
、
体
育
の
日
を
記
念
　
㎜

し
て
、
長
岡
市
で
、
第
一
回
お
か
あ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
潟
県
親
善
大
会
が

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
o

　
こ
の
大
会
に
、
郡
市
を
代
表
し
て
参

加
し
た
川
西
町
の
お
か
あ
さ
ん
チ
ー
ム
　
…

は
、
参
加
十
六
チ
ー
ム
を
四
づ
’
ロ
ッ
ク
　
｝

に
分
け
た
リ
ー
グ
戦
で
、
み
ご
と
に
全

勝
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
偲
医
秀
賞
を
獲
得
す
る

と
同
時
に
、
県
下
で
も
最
優
秀
の
折
り

紙
を
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
o

　
写
真
は
、
川
西
中
で
練
習
に
励
ん
ガ
、

こ
ろ
の
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
で
す
が
、

大
会
で
活
躍
し
た
選
手
補
欠
あ
わ
せ
て

十
三
人
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
平
均
年

令
は
三
十
一
才
。
げ
に
健
康
で
、
明
る

く
、
若
々
し
い
、
町
の
主
婦
代
表
の
み

な
さ
ん
で
す
。

す
。
各
訓
練
所
別
の
募
集
職
種
や
人
員

応
募
手
続
き
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と
は

公
共
職
業
安
定
所
、
中
学
校
、
高
等
学

校
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
わ
か
り
ま
す
か

ら
、
入
所
希
望
者
は
、
至
急
、
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
o

　
　
塵
　
　
墜
　
　
幽

社会

保
険
の
ご
相
談
は

毎
月
二
十
日
に

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

管
内
各
地
区
に
事
務
相
談
所
を
開
設
し

て
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
が
、
当
町
で
は
、
次
の
相
談
所
を

ご
利
用
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
o

・
日
時
H
毎
月
二
十
日
（
こ
の
日
が

　
　
日
曜
、
祭
日
の
場
合
は
翌
日
に
な

　
　
り
ま
す
。
）
　
午
前
十
時
か
ら

・
開
設
場
所
n
十
日
町
織
物
会
舘

不
用
犬
の

　
　
、
買
い
上
げ

　
犬
の
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
に
よ
る
野

犬
化
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
要
領
で
、
不

用
犬
の
買
い
上
げ
を
い
た
し
ま
す
。

①
日
時
n
き
た
る
＋
八
日
、
午
前
＋

　
　
時
か
ら
十
一
時
ま
で

＾
②
場
所
n
役
場
前

③
買
い
上
げ
の
要
領
買
い
上
げ
を
す

　
　
る
の
は
保
健
所
で
、
生
後
九
十
一

　
　
日
以
上
の
犬
は
一
頭
百
円
、
そ
れ

　
　
未
満
は
一
頭
五
十
円
、
お
と
な
が

　
　
印
鑑
を
持
参
し
て
つ
れ
て
く
る
こ

　
　
と
。

※
オ
ル
ガ
ン
の
寄
贈

　
伊
友
の
星
名
セ
ツ
さ
ん
か
ら
、
こ
の

ほ
ど
、
幼
児
教
育
に
役
だ
て
て
ほ
し
い

と
、
足
踏
式
の
オ
ル
ガ
ン
一
台
が
町
に

寄
贈
さ
れ
た
。

　
　
廻
　
　
園
　
　
團

出
か
せ
ぎ
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に

　
九
月
十
六
口
付
の
回
覧
で
も
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
出
か
せ
き
さ
れ

る
か
た
は
、
必
ず
役
場
で
出
か
せ
ぎ
就

労
手
帳
の
交
付
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
係
）

　
　
幽
　
　
團
　
　
園

精
神
衛
生
相
談
日

の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
き
た
る
十
三
日
（
水
）
午

後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
の
間
、
役
場
で
，

精
神
衛
生
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
担
当

医
師
は
、
中
条
病
院
の
諸
橋
　
順
先
生

で
す
が
、
悩
み
や
相
談
ご
と
を
お
も
ち

の
か
た
は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
脇
諦
蜘
．
、
甲

う
㎞
、
が
声
…
お
す
こ
や
か
に

山
家
博
子

上
村
俊
和

大
久
保
照
美

平吉茂小丸臼江中
野楽野海山井口村
政範清’敦　尊政
仁也美子修継和淳

誠
二
女
木

俊
平
長
男
上

克
治
三
女
野

伊
勢
男
長
男
坪

1封口里予マf痔

日
出
男
長
劣
小
白
倉

敏
夫
二
男
寺
尾

和
夫
三
男
新
町
新
田

久
男
長
女
木
島
公
舎

光
平
長
女
藤
澤

正
慮
貝
長
男
　
浄
社
町

政
満
長
男
　
寅
善
寺

口
島
腱
■
　
口
　
■
　
口
巳
　
臼
．
　
”
●
口
。
　
ロ
　
ロ
　
，
　
9
　
口
　
■
　
口
　
■
，
　
繍
口
　
巳
　
卿
　
巳
　
口
　
O

町
の
人
事

　
　
　
　
　
　
i
＋
月
一
日
付
1

〈
採
用
〉

　
　
土
木
課
　
谷
井
一
二
（
中
屋
敷
）

閣
嚇
翻
鑑
ゴ

繍盤辮幕縷総羅葬難
狩蒔諺翻ご越，1欄星益・美
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八七七六六五五四る町町城友に神
〇五二九五八七ス　　か　か　　　社
　　　　　　　　　　　［　　～）　　　　町

”
農
置
魑
　
口
鱒
『
8
窩
0
駒
－
　
臼
一
璽
ロ
　
ロ
一
　
置
9
　
臼
■
　
聖
■
9
5
　
闘
ロ
ロ
巴
　
口
■

、
蕪
爺
納

4
わ
に
レ
　
の
・
愚

俳
雇
参
刺

　　　　　千手重陽会の
　　　菊花展に町長杯
　秋の花の代表キクを観賞する千手重陽会の
菊花品評会（写真　毎年11月3日ひらく）
に今回から町長杯が設定され第1回の受賞者
は保坂長雄さんでした。

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
上
野
富
井
貞
生

稲
架
の
縄
た
ぐ
み
縛
り
し
ニ
カ
所
か
な

稲
架
縄
を
と
る
中
段
の
竿
渡
り

た
だ
よ
へ
る
香
に
浸
り
つ
つ
生
姜
引
く

洗
い
た
る
生
姜
の
紅
の
み
づ
み
づ
し

東
ね
た
る
生
姜
の
詰
工
の
紅
揃
ふ

　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
越
人

朝
寒
の
子
の
起
き
出
づ
る
よ
り
す
ぐ
膝

に下
層
雲
や
や
早
く
し
て
秋
の
天

此耳

狩
り
や
少
年
の
日
の
道
を
行
く

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯
イ

堂
内
に
菊
の
花
あ
り
文
化
の
日

※
独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
作
句
は
投
句

ま
で
に
何
辺
も
読
み
返
し
て
く
だ
さ
い

貞
生
、
越
人
両
氏
の
努
力
を
買
い
ま
す




